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██業績動向

2018 年 4 月期第 3 四半期は増収減益。 
ヘルステック事業の先行投資が一段落し収益回復基調

1. 2018 年 4 月期第 3 四半期の業績概要

フリービット <3843> の 2018 年 4 月期第 3 四半期業績は、売上高が前年同期比 6.2% 増の 28,854 百万円、営

業利益が同 30.2% 減の 966 百万円、経常利益が同 51.9% 減の 516 百万円、親会社株主に帰属する四半期純損

失が 724 百万円（前年同期は 252 百万円の利益）となり、増収減益となった。

売上高が前年同期比 6.2% 増と伸びたのは、ブロードバンド事業がマンションインターネットの導入増加により

成長したこととアドテクノロジー事業においてアドテクノロジー関連サービスやアフィリエイトサービスの事業

規模が拡大したことが主要因である。売上総利益が同 16.4% 増と伸びたのは、先行投資が事業として顕在化し

つつあることを示す。販管費は（株）フリービット EPARK ヘルスケアの連結子会社化等に伴う人件費やその他

費用の増加によって、同 29.0% 増と大きく増加。この結果、営業利益は同 30.2% の減益となった。経常利益の

減益は、営業利益の減益の影響が大きく、次いでトーンモバイル（株）の事業拡大に伴う持分法投資損失（上半

期）が影響した。親会社株主に帰属する四半期純利益の減益は、経常利益の減益の影響が大きかった。

2018 年 4 月期第 3 四半期連結業績の概要

( 単位：百万円 )

17/4 期 3Q 18/4 期 3Q

実績 売上比 実績 売上比 前年同期比

売上高 27,180 - 28,854 - 6.2%

売上原価 20,700 76.2% 21,314 73.9% 3.0%

売上総利益 6,479 23.8% 7,540 26.1% 16.4%

販管費 5,094 18.7% 6,573 22.8% 29.0%

営業利益 1,384 5.1% 966 3.3% -30.2%

経常利益 1,073 3.9% 516 1.8% -51.9%

親会社株主に帰属する
四半期純利益

252 0.9% -724 - -

出所：決算短信よりフィスコ作成

四半期ごとの営業利益では、第 1 四半期が 244 百万円、第 2 四半期が 178 百万円と低調だったのに対し、第 3

四半期は 543 百万円と盛り返した。主力のブロードバンド事業とアドテクノロジー事業でしっかり稼いだこと

に加え、主にヘルステック事業における販管費の増加が落ち着いたことも収益力向上につながった。
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業績動向

Key Points

・「Being The NET Frontier !」を理念に掲げ、インターネット・サービスにおける様々な原動力（エ
ンジン）を提供。ヘルスケアや不動産などの生活産業の情報化事業に多角化

・2018 年 4 月期通期は売上高 400 億円、営業利益 20 億円の予想に向けてほぼ計画通りの進捗
・2020 年に売上高 500 億円、営業利益 50 億円を目指す。ヘルステック事業が投資フェーズから

回収フェーズに転換へ
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出所：決算短信よりフィスコ作成

██今後の見通し

2018 年 4 月期通期は売上高 40,000 百万円、 
営業利益 2,000 百万円の予想に向けほぼ計画通りの進捗

2018 年 4 月期通期の連結業績は、売上高で前期比 13.6% 増の 40,000 百万円、営業利益で同 51.4% 増の 2,000

百万円、経常利益で同 135.3% 増の 1,900 百万円、親会社株主に帰属する当期純利益で 100 百万円と増収増益

の期初予想を据え置いた。

売上高に関しては、アドテクノロジー事業及びブロードバンド事業が成長をけん引する。ヘルステック事業で

前年下期に連結化した子会社の売上を通期で計上することも加わり、全社として前期比 13.6% の成長を見込む。

売上高の第 3 四半期進捗率は 72.1% となっており、売上面では順調に推移していると判断できる。

http://freebit.com/ir/
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今後の見通し

営業利益に関しては、堅調なブロードバンド事業とともに、前期に一過性の債権未回収により減益となったアド

テクノロジー事業が回復し、全社の増益をけん引する見込みだ。本来のポテンシャルでは 2018 年 4 月期営業利

益で 2,800 百万円前後の収益力を持つ同社だが、ヘルステック事業及び不動産テック事業に先行投資約 800 百

万円を見越して、2,000 百万円の予想である。営業利益の第 3 四半期進捗率が 48.3%。ブロードバンド事業と

アドテクノロジー事業が堅調ななか、ヘルステック事業で収益改善が進むため、今後急激に利益が回復し、営業

利益予想 2,000 百万円に迫ることが見込める。また、（株）ドリーム・トレイン・インターネット取得時ののれ

んの大半が第 2 四半期で終了したため、約 170 百万円ののれん償却額が減少し利益の増加に寄与する。

なお、経常利益に関しては、上期に持分法適用関連会社のトーンモバイルへの投資損失が 408 百万円発生して

おり、通期業績への影響が残る可能性がある。

2018 年 4 月期通期　業績予想

( 単位：百万円 )

17/4 期 18/4 期

実績 売上比 予想 売上比 前期比 3Q進捗率

売上高 35,222 - 40,000 - 13.6% 72.1%

営業利益 1,321 3.8% 2,000 5.0% 51.4% 48.3%

経常利益 807 2.3% 1,900 4.8% 135.3% 27.2%

親会社株主に帰属する
当期純利益

-150 -0.4% 100 0.3% - -

出所：決算短信よりフィスコ作成

██中長期の成長戦略

2020 年に売上高 500 億円、営業利益 50 億円を目指す。 
ヘルステック事業が投資フェーズから回収フェーズに転換へ

同社は 2016 年 6 月に 4 ヶ年の中期事業方針「SiLK VISION 2020」を発表し、2020 年 4 月期に売上高 500 億円、

営業利益 50 億円を目指している。グループ基本方針では生活革命とモバイル革命の 2 つを成長領域と定義する。

生活革命では、ヘルステック事業と不動産テック事業において先行投資が行われてきた。2018 年 4 月期第 3 四

半期会計期間においては、ヘルステック事業でフリービット EPARK ヘルスケアが黒字化を達成し、セグメント

全体としても成長力を維持したままで来期の黒字化が見通せるまでになった。不動産テック事業においは、イオ

ンハウジングのブランドで不動産仲介業を行う（株）フォーメンバーズを連結子会社化し、現在収益改善及び店

舗網の拡大、IT 活用の新サービス投入による優位性確立に取り組んでおり、2019 年 4 月期中の単月黒字を見

込んでいる。2018 年 4 月には、複数のベンチャー企業との連携により、遠隔操作スマートロック（スマートキー）

を併せた住宅向け IoT プラットフォームサービスの提供を開始した。

http://freebit.com/ir/
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中長期の成長戦略

モバイル事業においては、持分法適用関連会社トーンモバイルの契約者数拡大のためのサービス拡充・広告宣伝・

割引プラン実施を行うために、2018 年 4 月期上期に約 400 百万円拠出されたが、その後追加投資の予定はな

く収支均衡の方向だ。

いずれの投資案件（注力事業）も、多少のフェーズのずれはあるものの、成果の顕在化が近い。特にヘルステッ

ク事業は、投資フェーズから回収フェーズへの転換を達成しつつある。

注力事業への投資実績と今後の見通し

出所：決算説明資料より掲載

██株主還元策

2018 年 4 月期末も利益の多寡にかかわらず 7 円配当を予想

同社は株主還元策として配当を実施している。配当の基本方針としては、内部留保の充実や事業拡大のための投

資とともに株主への継続的な利益還元を重視する方針である。2017 年 4 月期は当期純利益で損失決算だったが

1 株当たり配当金 7 円 / 年を継続。2018 年 4 月期も利益の多寡にかかわらず 1 株当たり配当金 7 円 / 年、配当

性向は 155.2% を見込む。
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